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1．はじめに－ なぜ社会インフラツアーが必要か 

北海道は自然と人間のせめぎ合いが 150 年近く続く土

地である。インフラ投資をやめれば、すぐに自然に帰す

ことは、地方部の放棄された町が森に戻っていく姿をみ

れば、良く分かる。我々土木技術者の目標は、未来永劫、

北海道のインフラが機能し続け、人々が住み続けられる

土地に出来るか、にある。ここで北海道の建設会社の若

手人材不足は相当に深刻である。国土強靭化には優秀な

人材がこの業界に入ってくれること、末端まで人材が行

き渡ることが重要である。そのためには、社会一般で土

木の果たしている役割、これまでの技術開発や投資の成

果をきちんと認識してもらい大事な仕事だと、社会通念

に浸透することが重要であり、現在は様々な土木業界の

マイナスイメージが先行して、若人が門戸をくぐってく

れない状況にある。社会インフラツアーは、その意識変

容のきっかけを提供する活動であり、どう面白く学ぶよ

う仕組んでいくかが大切となってくる。

本論考はその実践的な内容となっている。

2．インフラツアーを取り巻く北海道の状況 

国土交通省北海道開発局では第 8 期総合開発計画のな

かで、目標の一つに「人が輝く地域社会」、その主要施

策として「多様な人材の確保・対流の促進」を掲げ、そ

の中でインフラツアーを展開している。北海道インフラ

PR 実行委員会を組織し、その下で平成 30 年度には 5 つ

の地方ツアーが計画されて、計 9 回の実施をみた。 

これまで北海道では北海道遺産を発端として 10 年ほ

ど前から、バス会社が企画するインフラツアーとして道

東のタウシュベツ川橋梁を訪ねるツアーが催行されてき

た。この橋はダム湖に沈むことで凍結融解現象が激烈に

進行し毎年、見られる姿が変化することから多くのリピ

ーターを捕まえた格好である。このほかでは小樽の建築

群と北防波堤を併せて訪ねるツアー、空知の炭鉱群のツ

アー等があった。これに土木学会の土木遺産ツアーが加

わった。国でも施設を開放（監査路の見学、船等の利用

許可）することで、ツアーでの活用を後押ししてきた。

そして H30 年度となり上記の国の取り組みがあり、

11 月に第 3 回の北海道遺産が発表され、15 件中のうち

約半数の 7 件に土木に関連するものが入り、今後の活用

が期待されるところである。

土木学会北海道支部では企画商品としての土木遺産ツ

アーの他にも親子見学ツアーを毎年開催しており、バス

2 台分を集めて盛況であるほか、生涯学習講座と絡めた

バスツアーも実施している。また、バスを離れて個人の

インフラ見学を誘発させる仕組みとして、土木遺産カー

ドを企画している。これは土木施設の近くで配布し、ホ

ームページ、SNS と連動させてカード収集がインフラ

を知る行動につながるように誘導させる取り組みである。

3. 社会インフラツアーの設計

3.1 H30 年ツアー

札幌発着の土木遺産ツアーとして今年で 9 回を数える

ことからネタ切れの感があり、今年度土木遺産に選奨さ

れた「山線鉄橋」を軸にツアーを構成した。この土木遺

産の近くに「千歳川の王子製紙水力発電施設群」があり

両遺産が王子に関係するため、当初は製紙業（林業、鉄

道、川、発電、港）を軸に企画を進めた。

図１ ツアー・チラシ（H30 土木遺産ツアー） 
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しかし、バスツアーを実施する土曜日に、要となる王子

製紙苫小牧工場が解放されていないことが分かり、急遽

変更して札幌の豊平川の土木遺産もしっかり見せブラッ

クアウト後の関心が高まっている電力、同じ系統で水路

を共用する水道のシステムを見せ、支笏湖側でも電力開

発やサケマス孵化場を見ることとし、千歳川の利用を多

方面から知るプログラムとした。下記に盛り込んだ要素

を示す。 

表２ H30 ツアーで選択し盛り込んだ要素 

豊平川 藻岩ダム、藻岩発電所 

 白川浄水場、水源水質保全バイパ

ス工事（現場） 

支笏湖（地質） 札幌軟石（石山地区）、国道 453

号台風災害（土石流） 

   （魚） 支笏湖で捕れた魚で昼食 

森林 山線鉄橋（北海道の鋼橋の歴

史）、支笏湖の生活 

千歳川 千歳川第一発電所、取水堰、千歳

川放水路と遊水地 

 さけますふ化場、サーモンパーク

千歳（インディアン水車） 

道路改良 国道 36 号（弾丸道路） 

 

3.2 旅のテーマ 

 豊平川・千歳川の土木遺産や工事現場を見せる筋でつ

ながったため、川でまとめ「川が生み出す 100 年の恵

み」とのツアータイトルとした。このタイトルによるイ

メージの導出は、インフラをただ見るだけではない様々

な楽しみや奥深さがそこに待っている、と消費者に伝え

るための重要な作業である。単一の方向性になりがちな

社会インフラツアーに、観光ツアーとして何を楽しませ

てくれるのかの要素を加え、それを消費者に伝え、イン

フラツアーが目指す方向性や募集に応じてくる参加層の

幅を広げることにつながる。構造物が目的ではなく、構

造物があることによって作り上げられた北海道の生活・

産業が観光（という学び）のテーマであり、これは、土

木技術者が見落としがちな点だと思う。 

 さらに各施設の説明内容を組んでいく過程では、サブ

テーマも見つかった。前半と後半をつなぐ場所である石

山には軟石があり、それは支笏湖を作った大噴火で流れ

出た火山堆積物が元である。この一帯の地形の原因、土

木施設の成り立ちに大きな影響を与えていたのが火山で

あり火山灰であった。支笏湖が深くて不凍湖なのはカル

デラだからで、その水が千歳川に深い谷を作り、落差で

発電できる。火山灰に覆われた緩やかな斜面に森林が広

がり、湖の水が湧き出る河原でサケが産卵するのを見て、

孵化場が立地した。こうして火山灰がサブテーマとなっ

たため、これを用いた道路改良（凍上抑制層に用いた）

も帰路で紹介する流れとした。 

 

3.3 その他のポイント 

各施設の説明者がバスに搭乗し、到着前の移動時間で

資料を使った概要説明を行うようにした。このことで現

地での説明時間を短縮し、参加者は思い思いに施設を散

策することができた。さらに土木遺産委員からでなく実

際の管理者や地域の住民（湖畔のホテルの社長）からの

説明で、維持管理の苦労や土木施設の恩恵、地域の生活

の変化という点で、お話に説得力を持たせることができ

た。 

 また今回は新聞報道があり、これまでのリピーターに

加えて新しい層を取り込めたことも大きかった。掲載前

は約半分の席しか埋まっていなかったが、報道後に 1，

2 日でキャンセル待ちの状況となった。メディア露出の

多寡により、まだ左右されやすいのが現状とも言える。 

 

図２ 新聞記事への掲載 

 

4. 結果と今後の課題 

4.1 結果の考察 

 アンケート調査を実施しており、結果については発表

で述べる。 

 

4.2 今後の展開 

(1) 修学旅行等への展開 

 メインターゲットである若年層への展開。土木だけ

でなく多面的に学べるパッケージングが重要となる。 

(2) 着地型観光として展開 

スタート地点を道の駅として、バスをチャーターす

るツアー。個人観光への展開、地域のインフラと解説

でマップの作成とホームページへの掲載。 

(3) インバウンド観光 

 上記のマップ等を英語・中国語にする。世界的にも

珍しい 150 年間の北海道の開発、寒冷地技術を知る観

光ツアーとして定着させる。 

(4) テレビ等とのタイアップ 

 地域情報番組や歴史番組とタイアップしたツアーの

開催。 
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